
質問3　１０％以上の資料費予算増〈関東甲信越静岡抽出）
認められ
た年度

増加額 要因 キーワード

1 29 11,872

区が「国際アート・カルチャー都
市」を目指していることから、その
関連資料や東京オリンピック・パラ
リンピック関連資料の導入書が認め
られた。

オリンピック関連資料

2 22 40,888 赤塚図書館改築のため 改築開館 1

3 22 64,965
平成17年度に休館した入新井図書館
の開館準備のため。この年度のみ増
加

改築開館 2

4 27 19,914
県立の中心館であった浦和図書館が
平成26年度で閉館となり、中心館の
役割を本館が引き継いだため。

館の役割変更

5

H21
H28
H29
H30

10,000
2,789
4,520

12,110

H21は団体からの寄付金、H28以降は
「図書館改革事業」の取組の一環と
して地域情報の充実等を掲げ、資料
費の増額要求を継続して行ってい
る。

寄附金と現状資料費の対
応

6 29 300
平成２８年施行図書館基本計画に基
づき、高齢者支援・子育て支援・幼
児向けの本を購入

基本計画に基づき

7 30 12,966

県立図書館の資料整備は新館移転に
ともない充実が図られてきたが，蔵
書冊数や資料購入費等においては全
国平均を下回っているので，資料整
備の充実が必要であるため。

現状資料費への対応 1

8 28 1,404 図書館充実のため 現状資料費への対応 2

9 28 2,741

新図書館建設時、人口4万人以上5万
人以下の全国市町村図書館の平均を
下回っているため、開館後年間5000
冊を5年計画で資料の収集に努めるた
め

現状資料費への対応 3

10 26 未記入

平成２５年度に人口８万人未満の市
区で貸出数が日本一になったため。
また三年連続で減額されていたた
め。

現状資料費への対応 4

11 24 2,049

図書館が事業仕訳の対象となった
際、自治体規模に対して資料費が少
ないと指摘を受けたため資料費が増
額

現状資料費への対応 5

12 30 20,000

未来創生に向けた人づくり・県全体
の読書環境の向上。横断検索・相互
貸借の活用による県全体の蔵書水準
の向上

現状資料費への対応 6

13 28 2,481
平成２５年度から平成２７年度にか
けて予算が３０％以上削減されたた
め。

現状資料費への対応 7

14 24 1,190
H22に交付金があり、H23分の予算が
減額。H24に例年通りに戻ったため

現状資料費への対応 8
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15 25 600
改訂版の百科事典、児童書、教育福
祉図書、リクエスト図書等の購入を
予定していたため

現状資料費への対応 9

16 25 3,000
県内の人口１人あたりの図書購入費
と比較

現状資料費への対応 10

17 30 1,000
県内における資料費の相対的位置
子ども読書活動への貢献

現状資料費への対応 11

18 25 500
以前に大幅な予算減があり、資料を
十分に購入できなかったため。

現状資料費への対応 12

19 30 300
県内市町立図書館資料費を比較し、
当町の資料費が少額なのがわかった
ため

現状資料費への対応 13

20 28 6,935
23区内の人口1人当たり資料費平均額
との差額補填。小中学生向け団体貸
出用及び調べ学習用図書等の予算化

現状資料費への対応 14

21 23 2,000
他市町村に比べ資料費が少ないと判
断され増額された

現状資料費への対応 15

22 29 150
図書館利用を増やすため（それ以前
が、財政難により予算削減されてい
た）

現状資料費への対応 16

23 24 853 図書館資料充実のため 現状資料費への対応 17

24 29 1,588
Ｈ26年度に▲2,998千円となったた
め、毎年予算請求をし続けた

現状資料費への対応 18

25
29
30

各300
資料費予算が少なかったため、4年計
画で増額された。

現状資料費への対応 19

26 28 3,000 施設図書室の蔵書整備 現状資料費への対応 20

27 25 25,450 備品等の購入、図書館資料の収集等 現状資料費への対応 21

28 29 900 ＡＶ資料分の予算の確保 現状資料費への対応 22

29
21
23

不明。参考に鎌ヶ谷市の図書館のｐ
10を添付します。

現状資料費への対応 23

30 27 1,113
詳細は不明だが、図書館購入費の増
額を要望し続けてきた成果と推測さ
れる

現状資料費への対応 24

31 29 6,703
平成29年度は大規模改修工事に伴う
休館により図書購入費を大幅に減額
していたため。

工事中の減額復旧

2



32
22

24

1300

2756
子育て支援事業の一環として 子育て支援 1

33 27 500 子どもの読書活動推進計画　他 子供読書推進 2

34 27 5,000 子どもの読書環境の整備・充実 子供読書推進 3

35 27 494

新幹線飯山駅開業を意識して信越９
市町村の情報資料収集と、少子高齢
化対策として児童関係図書や移動図
書館車へ積載する大活字本の強化を
図った

子供読書推進 4

36 26 300
小・中学校図書館との連携サービス
のため。

サービス拡大 1

37 26 686 学校図書館支援としての資料分 サービス拡大 2

38

23
25
28
29

600 子どもの読書推進のため サービス拡大 3

39 23 100
小学校・幼稚園への団体貸出の増
加、乳幼児用資料の整備対応

サービス拡大 4

40 21
都立図書館の体制を3館から2館へ変
更、東京マガジンバンクの開設など
のサービス拡充

サービス拡大 5

41 30 20,436

 科学・産業技術分野の最新の専門情
報にアクセスできる電子ジャーナル
を利用者に提供することの重要性・
必要性

サービス拡大 6

42 23 1,000

図書館が学校などの施設と連携して
読書推進事業を活発に行い（年間約
300回）、人口1人当たり貸出冊数が
14年連続1位だった。そのことが新聞
で報道されたため。
また、人口1人当たり貸出数が埼玉県
内1位だとういう新聞報道があったた
め。

サービス評価の報道

43
27
28

10000
3000

施設の移転の伴い、更なる資料の充
実のための臨時的な増額

施設移転 1

44 27 2,000
児童向け資料を充実させたいという
市長の意向により

市長意向

45 26 3,000
視聴覚資料として所蔵しているＶＨ
Ｓテープの劣化が著しく、ＤＶＤ資
料への買換え及び新規購入のため

視聴覚資料劣化買い換え

46 27 4,000 第２期指定管理の更新　 指定管理 1

47 24 5,000 指定管理者制度導入 指定管理 2
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48 24 2,800
図書館運営が市から指定管理になっ
たため

指定管理 3

49 24 2,800
図書館運営が市から指定管理になっ
たため

指定管理 4

50 24 1,000
２０１２年度より指定管理者制度が
取り入れられたため。

指定管理 5

51 30 929 指定管理を導入したため 指定管理 6

52 30 929 指定管理を導入したため 指定管理 7

53 23 3,600
指定管理者制度の導入により、人件
費及び施設維持管理経費を削減し、
資料費を確保することができた。

指定管理 8

54 22 2,256
平成２２年度より指定管理者に運営
を委託化したため

指定管理 9

55 29 2,757
指定管理者制度導入によるサービス
の向上

指定管理 10

56 29 1,000
地区図書室の児童書の充実を図るた
め

児童サービス充実

57 27 2,300
水害により喪失した図書の補てん分
として

資料被害への補填

58 29 5,000 新図書館開館にともなう蔵書の充実 新開館 1

59 26 57,745
平成２８年に開館する新館を整備す
るため

新開館 2

60 22 23,192 新館開館のため 新開館 3

61 25 5,000 図書館新築移転のため 新開館 4

62 25 70,000 新館建設に伴う蔵書購入 新開館 5
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63
28
29

合計で
159,698

新図書館開館のための蔵書数増 新図書館開館 6

64 25 7,000 新図書館用図書の購入のため 新図書館開館 7

65 21 47,480 のさか図書館建設のため 新図書館開館 8

66 26 10,000 新館オープンのため。 新図書館開館 9

67
27
28

7,086
6,733

２８年度新館（建替え）会館による 新図書館開館 10

68 23 11,806 日比谷図書文化館開館のため 新図書館開館 11

69 26 22,897
図書館施策の強化、新図書館用の資
料費の確保

新図書館開館 12

70
24
25

新図書館整備のため 新図書館開館 13

71
22

23

1209

5026
新館建設 新図書館開館 14

72 22 新図書館建設のため 新図書館開館 15

73 27 19,000 新図書館建設に伴う資料整備のため 新図書館開館 16

74 24 7,874 新図書館開館のため 新図書館開館 17

75 30 1,000 新図書館建設にあたって蔵書の充実 新図書館開館 18

76 25 1,300 新図書館建設 新図書館開館 19

77
27
28
29

77500
※3カ年

合計
図書館新設に伴うもの 新図書館開館 20

78 24 90,750 新図書館の建設・開館によるもの。 新図書館開館 21

79 25 36,000 新分館建設に伴う予算増 新分館 1

80 27 11,804

上戸田分室が平成２７年９月に上戸
田分館としてリニューアルオープン
し、収納冊数が約３万７千冊から約
７万６千冊となった。これに合わせ
て上戸田分館の蔵書を充実させるた
め増額された。

新分館 2

81 28 21,101
平成28年11月　下新倉分館開館のた
め

新分館 3

82 28 35,181 分館が1箇所増えたため 新分館 4

83 24 70,229 新大型分館開館準備のため 新分館 5
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84 27 7,507 谷中分室（地域館）の開館 新分館 6

85 27 6,802 みなみ野分室の開館 新分館 7

86

25

26

49570

13612
三鷹市立南部図書館開館 新分館 8

87 27 2,368
図書館創立100周年事業に関連し、郷
土資料（鳥瞰図）の購入予算がつい
たため。

創立100周年事業

88 30 300 村長が代わり、増額が認められた。 村長意向

89 23 12,372
地域館建て替えに伴う図書資料の購
入

立て替え開館 1

90 24 6,496 図書館移転に伴う増額 図書館移転 2

91 30 1,000

小学校に対する団体貸出、調べ学習
支援等の資料支援事業及びおはなし
会やブックトーク等図書館司書派遣
事業の成果が財政当局に認められ
らっため

図書館サービス評価

92 28 2,500
図書館業務用のコンピューター費を
削減したことによる配分替え

配分替えによる

93 22 20,998
地域活性化交付金（住民生活に光を
そそぐ交付金）

光交付金 1

94 23 1,440 住民生活に光をそそぐ交付金の際 光交付金 2

95 24 10,310 地域活性化交付金(光交付金）による 光交付金 3

96
23(H22繰
越明許）

9,200
国の交付金「住民生活に光を注ぐ交
付金」の活用

光交付金 4

97 23 23,369

平成22年度の国からの交付金「住民
生活に光をそそぐ交付金」が繰越明
許費として平成23年度予算に反映さ
れたもの。

光交付金 5

98 27 2,700
地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金を活用

光交付金
6

99 23 2,103
住民生活に光をそそぐ交付金の交付
による

光交付金 7

100 22 6,000
住民生活に光をそそぐ交付金により
知の地域づくりとしての支援が認め
られた。

光交付金 8
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101 23 3,000
「住民生活に光をそそぐ交付金」の
活用による

光交付金 9

102 23 11,500
備品購入費
住民生活に光をそそぐ交付金

光交付金 10

103 23 20,000 住民生活に光をそそぐ交付金 光交付金 11
104 23 2,150 住民生活に光をそそぐ交付金 光交付金 12
105 30 7,000 分館移転による収容能力の増加 分館移転 1

106 26 4,594
平成26年度10月開館する分館の整備
費用として一時的に資料費が増額

分館開館 2

107 25 4,000
中学校朝読書用図書配本事業、図書
館公民館分室の設置事業

分室設置 3

108
23

26

12900

41500

中央図書室開室による地域活性化補
助金導入のため
南部図書室移転のため

補助金導入 1

109 21 4,000 経済危機対策補助金の活用 補助金導入 2

110 24 5,000
図書館の蔵書目標である30万冊を達
成させるため

目標達成

111 22 8,000
大野分館リニューアルオープンに向
けた資料費の増額　大野分館開館
H23.5.1

リニューアル開館 1

112 28 5,180
本館大規模改修工事終了後のリ
ニューアルオープンに向けて蔵書を
充実させるため。

リニューアル開館 2

113 26 1,459
図書館の移転に伴いリニューアル
オープンしたため

リニューアル開館 3

114 30 460
少しずつ利用率が増えているため。
本やＤＶＤ等、資料の値段が上がっ
ているため。

利用率向上

115 28 424 未記入
116 29 1,000 特段なし。

117 28 1,000
ビジネス支援コーナー用図書、子育
て支援コーナー用図書の購入
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